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保安規定の変更について

原子力利用における安全対策の強化のための核原料物質，核燃料物質及び原
子炉の規制に関する法律等の一部を改正する法律（平成２９年法律第１５号。
以下「改正法」という。）等の一部を改正する法律の一部の施行に伴う試験
研究用等原子炉施設等に係る原子力規制委員会規則の整備等に関する規則
（原子力規制委員会規則第１２号）附則第８条（施行日から６月以内に保安
規定の変更の認可申請を求める規定）に基づき，令和２年５月25日付で保安
規定の変更認可申請を行った。



保安規定の変更について

法令改正に伴い、保安規定に追加された新たな事項

 関係法令及び保安規定の遵守のための体制（経営責任者の関与を含む。）に関すること。
 品質マネジメントシステムに関すること。
 廃止措置に係る品質マネジメントシステムに関すること。
 廃止措置を行う者の職務及び組織に関すること。
 廃止措置を行う者に対する保安教育に関することであつて次に掲げるもの
 試験研究用等原子炉施設の運転及び利用の安全審査に関すること。
 放射線測定器の管理及び放射線測定装置の測定方法に関すること。
 放射性廃棄物の廃棄（工場又は事業所の外において行う場合を含む。）に関すること。

 設計想定事象又は多量の放射性物質等を放出する事故に係る試験研究用等原子炉施設の保全に
関する措置に関すること。

 試験研究用等原子炉施設に係る保安（保安規定の遵守状況を含む。）に関する適正な記録及び報
告に関すること。

 廃止措置に係る保安（保安規定の遵守状況を含む。）に関する適正な記録及び報告に関すること。

 試験研究用等原子炉施設の施設管理に関すること（使用前事業者検査及び定期事業者検査の実
施に関することを含む。）。

 保守点検を行った事業者から得られた保安に関する技術情報についての他の試験研究用等原子
炉設置者との共有に関すること。

 不適合が発生した場合における当該不適合に関する情報の公開に関すること。
 廃止措置の管理に関すること。



保安規定の変更について

その他、保安活動に反映が必要となった事項

 放射線業務従事者が受ける線量の管理並びに放射性固体廃棄物及び放射性液体廃棄物の管理
において，ＡＬＡＲＡの基本精神に則り保安活動を行うことに関すること。

 その他，記載の適正化に関すること。



保安規定の変更概要

第１章 総則
① 関係法令を定義
② 細則に品質マニュアル（標準書式）を追加（旧第９章品質保証を廃止）
③ 原子力規制検査の検査官等の立入には当該既定の適用を受けないことを明記
④ 原子力規制検査の検査官等は一時立入者としても手続きが可能であることを

明記

保安規定の主な変更概要を示す。

第2章 品質マネジメントシステム
① 品質管理基準規則とその解釈に基づく内容を追加

第３章 保安管理体制
① 経営責任者の関与としての関係法令遵守を追加
② 新検査制度に伴い、主務者の保安検査への立会いに関する記載を削除
③ 他の試験研究炉の保安に関する技術情報の共有を原子炉安全委員会の機能と

して追記、施設管理実施計画原子炉安全委員会の審議事項に追加

第４章 放射線管理
① 放射線作業時において、ALARAの精神に則る記載を追記



保安規定の変更概要

第5章 放射性廃棄物の処理、処分
① 気体廃棄物の放出において、ALARAの精神に則る記載を追記

保安規定の主な変更概要を示す。

第６章 原子炉施設の施設管理及び定期事業者検査
① 法令改正に施設管理について新設
② 法令改正に伴う定期事業者検査の実施について新設
③ 機器等の予防保全のための修理等に関する記載を明確化

第７章 保安教育及び保安訓練
① 記載の適正化

第８章 異常時の措置
① 記載の適正化

第９章 非常時に採るべき措置
① 設計想定事象又は多量の放射性物質等を放出する事故が発生した場合の機能

保全に関する措置を追記



保安規定の変更概要

第１０章 保安に関する記録及び報告
① 法令改正に伴う事故故障等の報告を新たに追加
② 記録事項に「適正」性が求められることを受け、追記

保安規定の主な変更概要を示す。

第１１章 技術情報の共有
① 法令改正に伴う、技術情報の活用と共有について新たに追加

第１２章 不適合発生時の情報公開
① 法令改正に伴う不適合発生時の情報公開について新たに追加

第１３章 廃止措置に関すること
① 法令改正に伴う廃止措置の管理に関することについて新たに追加


